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昭和58年度一般会計決算見込み

国
保
・
水
道
（
特
別
会
計
）
は
赤
字
に

市
で
は
、
去
る
七
月
十
日
の
市
議
会
総
務
常
任
委
員
会
で
、

昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
見
込
み
を
報

告
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
で
は
市
税
の
増
収
や
歳
出
経
費
の
節

減
な
ど
に
よ
り
、
実
質
収
支
で
七
億
八
千
万
円
余
り
の
黒
字
。

こ
れ
に
よ
り
四
年
連
続
の
黒
字
決
算
と
な
り
、
黒
字
幅
も
こ
の

四
年
間
で
最
高
を
示
し
ま
し
た
。
特
別
会
計
で
は
国
民
健
康
保

険
事
業
と
水
道
事
業
会
計
で
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

▲完成間近の宇治市文化センター（7月26日）

一
般
会
計
の
歳
入
合
計
は
、
二

百
八
十
七
億
六
千
七
百
十
万
円
。

一
方
、
歳
出
は
二
百
七
十
七
億
三

千
七
百
五
十
万
円
で
、
歳
入
歳
出

差
引
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰
昨
一
越
す

べ
き
財
源
二
億
四
于
で
百
八
万
円

昭和58年度一般会計決算見込額（千円）

8
月
1
5
日
に
平
和
祈
念
集
会

広
島
と
長
崎
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
、
悪
夢
の
よ
シ
な
戦
争
が

終
わ
っ
て
か
ら
三
十
九
年
。

日
本
は
、
戦
争
の
過
ち
か
深

く
反
省
し
、
世
界
で
も
類
の
無

い
平
和
主
義
夕
理
念
と
す
る
新

▲一輪を高くかかげた少女が

平和の心を象徴している平

和の像（市役所前庭）

憲
法
の
下
に
再
出
発
を
し
ま
し

た
。し

か
し
、
時
が
流
れ
、
戦
後

の
世
代
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
、

あ
の
非
布
な
原
爆
や
戦
争
も
遠

い
昔
の
こ
と
と
し
て
妄
笞
れ

よ
フ
と
し
て
い
ま
ず
。

戦
争
は
、
人
類
が
犯
す
最
も

愚
か
な
暴
力
で
あ
り
、
物
質
だ

け
で
な
く
人
の
心
″
も
踏
み
つ

ぷ
し
て
し
ま
い
未
了
。
戦
争
の

恐
し
さ
を
知
之
肪
子
μ
も
た

ち
に
そ
の
悲
惨
さ
と
愚
か
ざ
を

を
除
ぐ
実
質
収
支
は
、
七
億
八
千

二
百
五
十
二
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
五
十
八
年
度
単

年
度
収
支
は
、
一
億
三
千
百
八
十

万
円
の
黒
字
決
算
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
四
年
連
続
の
黒
字
決

算
で
、
黒
字
幅
は
五
十
七
年
度
の

六
億
五
千
七
十
一
万
円
牽
上
回
り
、

こ
の
四
年
間
で
最
高
鷲
ふ
し
ま
し

た
。歳

出
で
は

3
億
2
千
万
円
の
節
減

黒
字
と
な
っ
た
理
由
は
、
①
市

税
が
見
込
み
よ
ぴ
約
四
億
一
千
五

歳入総額（Ａ） 28，767，109

歳出総額（Ｂ） 27，737，503

歳入歳出差引額ｅ）

〈形式収支（ＡＨＢ）〉
1，029，606

翌年度へ繰り越

すべき財源（Ｄ） 247，086

実質収支額（Ｅ）
〈（Ｃ）－（Ｄ）〉

782，520

前年度実質収支額（Ｆ） 650，715

単年度収支額（Ｇ）

〈（Ｅ）－（Ｆ）〉
131，805

地方自治法第233条の2

などの規定こよる｝51糾

〈（Ｅ）×％〉

400，000

語
り
継
ぎ
、
平
和
の
尊
さ
を
認

識
ｋ
Ｆ
、
恒
久
の
平
和
を
守

Ｓ
＼
た
い
も
の
で
す
。

宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議

会
で
は
、
原
爆
が
広
島
に
投
下

さ
れ
た
八
月
六
日
午
前
八
時
十

五
分
か
ら
と
、
長
崎
に
投
下
さ

れ
た
八
月
九
日
午
前
十
一
時
二

分
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
分
間
の

黙
と
う
を
さ
さ
ぼ
る
こ
と
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
終
戦
記
念
日
の
八
月

十
五
日
正
午
に
は
、
市
役
所
の

前
庭
に
あ
る
「
平
和
の
像
」
の

前
で
、
戦
争
犠
牲
者
の
め
い
福

と
世
界
の
恒
久
平
和
奎
朋
っ
て

平
和
祈
念
集
会
を
開
き
ま
す
。

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

農地行政の担い手

農業委員会委員が決まる

百
万
円
増
収
と
な
っ
た
こ
と
②
地

方
譲
与
税
、
自
動
車
取
得
税
な
ど

で
四
千
五
百
万
円
増
え
た
こ
と
に

よ
り
、
歳
入
で
は
約
四
竺
八
千
万

円
の
増
収
。
こ
れ
に
加
え
て
歳
出

で
は
、
物
件
費
や
公
債
費
な
ど
の

節
減
で
約
二
億
一
千
万
円
、
人
件

費
の
節
減
が
約
四
千
万
円
、
ま
た
、

老
人
保
健
事
業
や
公
共
下
水
道
事

業
へ
の
繰
出
金
の
減
に
よ
り
六
千

″
者
万
円
と
合
計
三
億
二
千
万
円

の
節
減
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
で
は
剰
余
金
の
二
分

の
一
以
上
に
あ
た
る
四
億
円
夕
地

方
自
治
法
な
ど
に
よ
り
、
財
政
調

昭和58年度特別会計決算見込額（千円）

特別会計名 歳入総額 歳出総額 差引

交通災害共済事業 48，507 48，507 0

国民健康保険事業 4，047，531 4，124，585 △77，054

公共下水道事業 1，733，873 1，733，831
麗年咬へ繰り包すべき財源42

剔＼0

住宅新築資金等貸付事業 51，439 51，439 0

老人保健事業 4，724，415 4，629，279 95，136

都市計画事業用地先行取得事業 22，476 22，476 0

簡易水道事業 158，805 158，569
埋年度へ繰り越すべき財Ｓ236

差づＩ0

火災共済事業 3，719 3，719 0

農業共済事業 27，535 24，593 2，942

水道事業会計 2，030，755 2，287，095 △256，340

宇
治
市
農
業
委
員
会
委
員
の

任
期
満
了
に
伴
夕
改
選
が
こ
の

弓
存
わ
れ
、
二
土
ハ
人
の
委

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

委
員
の
仕
事
は
、
農
業
委
員

会
が
持
つ
「
新
し
い
農
地
行
政

の
執
行
・
推
進
機
関
」
と
し
て

の
機
能
と
役
割
り
を
、
地
域
の

実
態
に
合
わ
せ
て
生
か
す
こ
と

で
す
。
任
期
は
二
年
で
、
本
年

七
月
二
十
日
か
ら
一
（
十
三
年
七

月
十
九
日
ま
で
の
間
、
地
域
の

代
表
と
し
7
居
躍
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新

し
い
委
員
は
、
次
の
皆
さ
ん
で

す
。
（
農
業
委
員
合

整
基
金
に
積
み
立
て
、
残
り
三
億

八
千
二
百
五
十
二
万
円
を
五
十
九

年
度
に
繰
ぴ
越
Ｌ
笛
し
た
。
こ
れ

で
財
政
調
整
華
金
の
積
み
立
て
額

は
、
十
七
億
三
士
八
百
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
特
別
会
計
の
う
ち

｛敬称略｝
宇治市農彙委員会委員の名簿

選出区分氏名 住所 髭 氏名 住所

公

選

古川嘉和

永原安一

岡本責

渋谷忠一

江口喜代道

北村源造

寺川俊男

前川嘉雄

服部明信

山花忠次郎

神出修三

西川好夫

辻四郎

五ヶ所上村59

木幡正中34

横島Ｈ落合1

炭山久Ｅ952

根島町壱／ｔｔｌ（Ｂ－ｌ

宇治妙楽106

宇治壱番40

横島町置場13－1

白川「｜上り谷72

宇治善ｍ

東笠取中≪Ｓ15

広野町東裏55

小倉町久保36

公

選

塚原米三

片山茂

宮林荘司

村田憲治

北村安雄

角田秦夫

天野成一

小倉町久保75

五ヶ庄古）ｌ｜17

菟這東中44

六地蔵並ｎ

大久間ｔノ山10

伊勢囲町中山78

伊勢田町毛語36

市
議
会

選
出

竹林険峻

川口祐一

西川善通

吉田明

江口辰造

宇冶野ｍ

大久間山ノ内11

五ヶ庄三番割9

鵬町Ｕ合3－73

横島ｔｌ－ノ恥

農協選出瀬口純一 ニノ尾勢ノ谷5

国
民
健
康
保
険
事
業
が
ぢ
于
て
百

五
万
円
の
赤
字
で
、
国
か
ら
の
概

算
交
付
分
の
精
箕
分
兌
Ｂ
せ
る

と
、
実
質
赤
字
は
二
億
一
千
二
百

万
円
余
り
に
の
ぼ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
水
道
事
業
会
計

で
も
二
億
五
士
八
百
三
十
四
万
円

宇
治
茶
の
緑
と

白
い
花
を
デ
ザ
イ
ンどん帳の原画でさる文化会館

小ホール

の
赤
子
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
五
十
九
年
度
は
税
収

・
交
付
税
と
も
に
当
初
昂
込
み
を

下
回
る
見
通
し
な
ご
か
ら
、
財
政

事
情
は
厳
し
さ
を
増
し
、
更
に
健

全
化
に
向
け
て
努
力
す
る
必
要
が

あ
る
と
栄
疋
て
い
ま
万
］
。

今
秋
オ
ー
プ
ン
す
る
宇
治
市

文
化
会
館
（
折
居
台
一
丁
目
）

の
小
ホ
ー
ル
に
！
ｇ
≪
＜
≫
Ｊ
ｓ
？
帳
の

原
画
＝
写
真
ａ
が
こ
の
ほ
温
九

成
Ｌ
蛋
し
た
。

こ
の
原
画
は
、
ａ
器
員
で

戸
瓦
帳
制
作
の
第
一
人
者
で
あ

る
寺
石
正
作
さ
ん
（
〈
も
（
京
都

市
在
住
）
の
作
品
。
「
宝
木
翠
」

（
ほ
う
ぼ
ぐ
す
い
）
と
名
付
け

＊
ａ
れ
、
奎
案
の
緑
が
す
く
す

ぐ
伸
び
る
姿
に
白
い
茶
の
花
を

添
兄
だ
明
る
い
図
柄
で
李
こ
め

ら
元
て
い
ま
ず
。
同
氏
は
制
作

の
意
図
を
「
発
展
す
る
市
の
姿

か
茶
の
緑
で
象
徴
し
半
抽
象
画

1
資
ゐ
た
」
と
説
明
在
れ
て

い
ま
ず
。

こ
の
原
画
忿
も
と
に
、
幅
十

一
・
六
μ
、
高
堂
ハ
・
五
μ
の

西
陣
本
綴
錦
織
（
ほ
ん
つ
。
つ
れ

に
し
き
お
り
）
の
芦
沢
帳
に
仕

上
げ
身
い
る
予
罵

こ
れ
で
文
化
会
館
の
大
・
小

ホ
ー
ル
の
芦
沢
帳
は
、
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
仕
上
が
り
か
将
つ

ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

351

実質

収入 7億8千万円の

黒字

誓
い
合
お
う
恒
久
平
和
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隠
元
が
来
日
し
、
万
福
寺
を

創
建
し
た
こ
と
は
、
日
本
の
宗

教
史
上
、
特
筆
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

他
方
、
絵
画
・
墨
跡
・
彫
刻
な

ど
に
み
β
れ
る
ぷ
つ
に
、
独
特

な
文
化
を
生
み
だ
し
た
こ
と
も

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

万
福
寺
に
は
多
く
の
肖
像
画

や
仏
国
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
で
も
、
逸
然
や
喜

多
宗
雲
・
喜
多
元
規
ら
の
絵
画

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
逸
然
は
、

仏
像
国
や
人
物
画
を
得
意
と

し
、
釈
迦
・
文
殊
・
普
賢
の
三

幅
対
、
費
隠
や
隠
元
の
肖
像
画

な
ど
の
作
品
が
あ
る
。
彼
の
作

品
の
特
色
は
、
新
し
い
明
・
清

の
画
愚
誦
一
か
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
。ま

た
、
喜
多
宗
雲
は
黄
槃
特

有
の
肖
像
画
忠
一
め
た
人
で
あ

り
、
元
規
が
そ
の
様
式
か
確
立

し
た
。
宗
雲
は
隠
元
・
木
庵
・

即
非
の
肖
像
画
を
中
心
に
描
い

て
い
る
が
、
特
に
隠
元
の
画
像

が
多
い
と
こ
ろ
が
ら
「
隠
元
か

き
の
長
兵
衛
」
と
俗
称
さ
れ
た
。

と
は
全
く
異
に
す
る
洋
風
圃
の

影
響
の
強
い
写
実
主
義
的
な
頂

像
が
多
い
の
が
特
色
と
い
え
る
。

一
方
、
万
福
寺
の
墨
跡
も
多

い
。
と
昨
わ
け
、
隠
不
木
庵
・

即
非
が
黄
栞
の
三
筆
と
呼
ぼ
れ
、

重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。
隠
元
は

肉
太
の
太
字
の
ほ
か
、
丸
味
の

あ
る
温
雅
な
書
風
で
あ
る
。
木

庵
は
全
体
に
肉
太
で
、
堂
々
た

黄
檗
文
化

元
規
も
ま
た
黄
槃
僧
の
肖
像
画
る
協
さ
が
あ
る
。
山
門
ｍ
面

を
多
く
描
い
て
い
る
。
彼
の
作
の
聯
は
彼
の
代
表
作
の
一
つ
と

風
は
、
今
ま
で
み
ら
れ
な
か
っ

た
写
実
的
な
様
式
か
石
ち
、
洋

風
画
を
と
り
入
れ
る
と
い
ヶ
新

回
法
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
シ
な
黄
槃
の
肖
像
画

は
、
臨
済
・
曹
洞
の
そ
れ
が
、

宗
・
元
の
頂
像
様
式
か
受
け
た

も
の
が
多
い
の
に
対
し
、
そ
れ

考
え
て
よ
い
。

こ
の
三
人
の
ほ
か
に
、
独
立

や
高
泉
公
彙
僧
の
中
に
は
便

達
し
た
書
技
か
石
つ
も
の
が
多

い
。
特
に
独
立
は
、
明
の
書
風

を
正
統
に
伝
え
た
人
で
あ
り
、

草
書
に
お
い
て
す
ぐ
れ
た
愕
皿

が
多
い
。
そ
の
書
風
か
我
が
国

に
与
兄
た
影
響
と
い
．
ｒ
ｖ
ｒ
ｅ
で
は
、

む
レ
心
隠
元
や
本
雫
右
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
黄
栞
僧
の
書
は
、
そ

の
書
風
か
黄
柴
も
の
、
書
流
を

黄
柴
流
と
呼
ぽ
れ
、
当
時
の
文

人
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
兄

だ
。
そ
し
て
室
町
時
代
に
は
墨

跡
と
し
で
4
ば
れ
て
き
た
禅
僧

の
書
風
と
は
異
な
り
、
禅
家
の

墨
跡
の
厳
し
さ
に
加
え
て
、
文

人
ら
し
い
さ
わ
や
か
な
趣
改
Ｒ

あ
り
、
御
家
流
に
な
じ
ん
で
き

た
人
々
に
と
っ
て
、
そ
の
新
鮮

な
書
と
そ
の
人
柄
に
直
接
に
ふ

れ
え
た
の
は
大
き
な
喜
び
で
あ

っ
た
う
つ
。

最
後
に
、
万
福
寺
の
仏
像
は

諸
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、

仏
像
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、

隠
元
が
、
当
時
来
日
し
て
い
た

茫
道
生
夕
招
き
、
彼
に
依
頼
し

た
。
彼
は
寛
文
二
年
（
一
六
六

二
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
十

利
用
者
を
募
集
8
0
区
画

8
月
1
0
日
ま
で
に
福
祉
課
へ

市
で
は
、
お
年
寄
り
に
、
野
菜

づ
く
り
を
通
し
て
健
康
夕
保
ち
、

交
流
を
深
匹
て
い
た
だ
こ
や
と
、

市
内
六
番
目
の
「
老
人
園
芸
ひ
ろ

ぱ
」
を
五
ヶ
庄
芝
ノ
東
に
設
置
。

八
月
下
旬
の
開
園
に
向
け
て
、
利

用
者
を
募
集
し
ま
で
］
。
あ
な
た
も
、

手
づ
く
り
の
野
菜
や
花
を
つ
く
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

▲野菜・花づくりで余暇を豊かに（矢落老人園芸ひろばで）

八
羅
漢
像
・
墾
昼
・
弥
勒
像

な
ど
を
彫
造
し
た
。
彼
の
作
品

は
写
実
的
で
、
迫
真
性
に
富
ん

だ
面
相
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

中
国
風
の
建
物
と
併
せ
て
、

こ
の
孝
人
園
芸
ひ
ろ
ぼ
は
、
昭

和
五
十
一
年
か
ら
開
設
。
現
在
、

市
内
五
ヵ
所
で
三
百
八
十
三
人
の

お
年
寄
ぴ
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、

大
変
好
評
を
得
て
い
未
了
。

こ
の
ほ
ど
募
集
す
る
「
芝
ノ
東

老
人
園
芸
ひ
り
ば
」
は
、
畑
の
所

有
者
・
小
西
茂
雄
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
そ
の
土
地
を
市
が
借
り

受
け
開
園
を
予
定
し
て
い
る
も
の

で
す
。

利
用
を
ご
希
望
の
人
は
、
次
の

要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
利
用
で
き
る
人
）

市
内
に
住
所
の
あ
る
、
昭
和
5
9

年
8
月
1
日
で
満
6
0
歳
以
上
の

人
で
、
他
の
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば

を
莉
用
し
て
い
な
い
人
。

《
と
こ
ろ
と
募
集
数
）

五
ヶ
庄
芝
ノ
東
4
8
1
3
（
東
宇

治
消
防
分
署
西
、
国
鉄
奈
良
線

線
路
沿
い
。
8
0
区
画
（
1
区
画

1
0
平
方
が
）
。
1
世
帯
に
つ
き
1

区
画
に
限
る
。

（
利
用
期
間
）

5
9
年
8
月
下
旬
か
＾
Ｑ
6
2
年
3
月

1
5
日
ま
で
。
利
用
は
無
料
。

《
申
し
込
み
）

こ
の
よ
ラ
な
文
化
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
万
福
寺
が
中
国
的
な

雰
囲
気
か
エ
旦
層
か
も
し
出

し
え
て
い
る
の
で
あ
う
コ
。

（
歴
史
資
料
室
）▲范道生の十八羅漢像

8
月
1
0
日
ま
で
に
、
本
人
が
印

鑑
か
痔
っ
て
、
福
祉
事
務
所
福

祉
課
に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。
応

募
者
が
多
い
場
合
は
抽
選
で
決

め
ま
す
。
（
福
祉
課
）

発表の部

出
演
団
体
を
募
集

宇
治
市
教
育
委
員
会
で
は
、
「
宇

治
市
こ
ど
＆
于
づ
く
り
文
化
祭
」

の
出
演
団
鎗
寡
集
し
ま
す
。
こ

の
催
し
は
、
そ
Ｅ
だ
ち
の
自
主

的
な
文
化
活
動
の
発
表
の
場
と
し

て
、
昭
和
五
十
四
年
の
国
際
児
童

年
を
契
機
に
開
い
て
い
る
も
の
で
、

本
年
墜
ハ
回
目
と
な
り
ま
す
。

開
催
日
は
九
月
二
十
三
日
で
、

会
場
は
三
麿
戸
小
学
校
、
菟
道
第

二
小
学
校
、
伊
勢
田
小
学
校
の
三

会
場
で
す
。

参
加
で
き
る
団
体
は
、
地
域
や

8
月
は
道
路
を
守
る
月
間

道
路
は
み
ん
な
の
財
産

▲迷惑駐車はやめましょう（京阪木幡駅前）

▲昨年の子ども手づくり文化祭（南部小学校）

学
垣
必
動
し
て
い
る
、
子
ａ
ｊ
≪
5

主
体
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
、
種

目
は
児
童
劇
、
人
形
劇
、
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
、
鼓
笛
隊
、
合
唱
な
ど
特

に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

出
演
舎
乖
望
ず
る
団
体
は
、
八

月
十
日
吻
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ

お
申
し
込
み
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
展
示
部
門
も
設

け
て
い
未
了
。
夏
休
み
を
利
用
し

’
て
、
創
意
あ
ふ
れ
た
作
品
。
つ
く
り

に
励
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。（

社
会
教
育
課
）

道
路
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
生

活
に
か
か
わ
り
の
あ
る
国
民
共

通
の
財
産
で
す
。

道
路
に
も
の
を
置
い
た
り
、

違
法
駐
車
を
す
る
と
交
通
の
妨

げ
と
な
り
、
特
に
消
防
活
動
な

ど
で
の
緊
急
自
動
車
の
活
動
を

困
難
に
し
蚤
す
。

道
路
を
、
広
く
、
美
に
と
、

安
全
に
利
用
す
る
た
め
、
お
互

い
に
注
意
し
合
っ
て
、
道
路
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

マムシに気をつけて

湿った場所の草むらに

マ
ム
シ
は
湿
っ
た
場
所
の
草

9
罵
い
、
木
の
陰
な
ど
に
多
く

い
毒
了
の
で
ご
注
尽
ぐ
だ
さ
い
。

マ
ム
シ
に
か

次
れ
る
と
、
牙

（
き
ぱ
）
の
形
が

残
り
、
激
し
い

痛
み
が
お
こ
り

ホ
ヂ
。
ま
た
、

傷
口
を
中
心
に

暗
紫
色
の
は
れ
が
で
き
ま
す
。

も
し
、
マ
ム
シ
に
か
去
妃
ら
、

手
近
に
あ
る
ヒ
モ
や
タ
オ
ル
な

ど
で
、
傷
口
か
ら
心
臓
寄
り
の

と
こ
ろ
を
1
ぼ
り
、
す
ぐ
に
救

急
車
を
呼
ん
で
、
処
置
か
受
け

Ｖ
－
ｖ
だ
さ
い
。
救
急
車
は
、
マ

ム
シ
血
清
の
あ
る
病
院
へ
患
者

を
運
び
毒
ｙ
。

マ
ム
シ
の
頭
部
は
三
角
形
で

首
が
細
ぐ
、
背
面
は
黒
褐
色
ま

た
は
赤
褐
色
で
太
く
、
輪
状
の

ま
だ
ら
模
様
が
並
ん
で
い
ホ
チ
。

体
長
は
約
四
十
五
惣
⊥
［
十
り

し
っ
ぽ
が
短
い
の
で
晋
通
の
蛇

と
比
較
的
容
易
に
昇
が
け
が
つ

登
手
］
。
（
保
健
予
防
課
）

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

あ
な
た
も
力
作
を

明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
政
治
意
識
と

選
挙
道
義
の
高
揚
か
ほ
か
る
啓

発
ポ
ス
タ
ー
か
募
集
し
柔
ｙ
。

▼
内
容
・
・
・
明
る
い
選
挙
を
推

し
進
め
る
こ
と
を
表
す
ポ
ス
タ

ー
▼
規
格
・
・
・
角
彩
は
自
由
。
大

き
さ
は
4
5
×
3
0
ｒ
か
ら
5
5
×

4
0
り
以
内
▼
応
募
資
格
・
：
京

都
府
内
に
居
住
す
る
人
（
家
族
、

友
人
、
ク
ル
ー
プ
、
職
場
な
ど

・ 一 ・ 一 － －

－ ・ ・ － － － ■ －

十
：
：
：
：
：
：
：
：
：
‘
・
・
：
：

で
の
合
作
も
可
）
。
一
人
次
た
は

一
グ
ル
ー
プ
な
ど
目
作
の
も
の

一
点
に
限
り
ま
す
▼
5
募
方
法

・
：
作
品
の
裏
面
右
下
に
、
氏
名

（
ふ
ひ
が
な
）
、
年
齢
、
性
別
、

住
所
か
萌
記
し
、
9
月
1
0
日
囲

ま
で
に
、
・
宇
治
市
選
挙
管
理
委

員
会
（
〒
6
1
1
宇
治
市
常
治
琵
琶

3
3
）
へ
提
出
し
で
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
ふ
犀
の
場
合
は
、
家
族
、

友
人
、
グ
ル
ー
プ
、
職
場
名
な

ど
の
区
分
を
明
記
し
、
製
作
者

の
氏
名
（
ふ
ひ
が
な
）
、
年
齢
、

性
別
、
住
所
を
連
記
の
う
え
、

代
表
者
に
○
印
を
し
て
ぐ
だ
さ

い
。な

お
、
応
募
作
品
は
、
明
る

い
選
挙
を
進
め
る
た
め
の
ポ
ス

タ
ー
図
案
、
展
示
な
ど
に
自
由

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
孝
示
す
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）
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老人園芸
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治
市

史
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ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
が
完
成

専
用
使
用
は
お
申
し
込
み
を

こ
の
ほ
ど
。
宇
治
市
内
初
の
多

目
的
広
場
と
し
て
、
五
月
に
完
成

し
た
「
蔭
山
多
目
的
広
場
」
（
宇
治

蔭
山
）
に
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
二
面
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

同
広
場
は
、
旧
市
伝
染
病
隔
離

病
舎
の
跡
地
に
設
ほ
さ
れ
た
も
の

で
、
約
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷

地
に
は
、
広
く
市
民
が
憩
い
の
場

と
し
て
利
用
で
き
る
ぷ
フ
に
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
の
外
、
ベ
ン

チ
、
水
飲
み
場
、
便
所
、
夜
間
防

同
和
問
題
と
人
権

今
な
お
残
る

相
対
的
格
差

前
回
お
話
し
し
た
ぷ
っ
に
、

同
和
地
区
の
人
た
ち
は
、
差
別

に
よ
っ
て
不
安
定
な
仕
事
や
悪

い
労
働
条
件
の
下
で
働
か
ざ
る

を
得
ず
、
こ
の
こ
と
が
牛
居
の

安
定
向
上
を
阻
み
、
ひ
い
て
は

偏
見
を
生
み
出
す
要
因
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
起
因
す
る

経
済
的
問
題
が
敦
育
、
文
化
の

面
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
子

μ
七
た
ち
の
学
力
向
上
と
進
路

▲ゲートボールコートが整備された蔭山多目的広場
⑥

保
障
が
不
十
分
な
状
況
に
お
か

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ぷ
っ
に
、
同
和
地
区
の

犯
用
の
照
明
灯
が
備
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ク
ス
ノ
キ
、
モ
ク

セ
イ
、
サ
ク
ラ
、
メ
タ
セ
コ
イ
ア
、

サ
ン
ゴ
ジ
ュ
な
ど
の
多
く
の
樹
木

を
残
し
、
緑
豊
か
な
広
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
マ
ー
ト

は
、
当
面
の
間
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
自
由
に
使
用
し
て
い
た
だ
ぐ
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
試
合
な
ど
、
専
用
使
用

を
ご
希
望
の
場
合
は
、
事
前
に
市

民
体
育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
民
総
合
体
育
大
会

〈
弓
道
の
部
〉

▼
と
き
・
：
Ｏ
潭
叩
競
技
＝
9
月

2
日
間
、
午
後
1
時
か
ら
⑤
近
的

競
技
＝
9
月
9
日
剛
、
午
前
9
時

か
ら
▼
と
こ
ろ
…
Ｏ
涼
的
競
技
＝

太
陽
が
丘
特
設
射
場
Ｏ
近
的
競
技

＝
黄
栗
自
衛
隊
弓
道
場
▼
種
目
・
・
・

女
子
5
0
ｍ
、
男
子
初
級
（
2
段
以

同
和
対
策
は

市
政
の
基
本
施
策

本
市
で
は
、
同
和
対
策
を
市

政
の
基
本
施
策
の
一
つ
と
し
て
、

同
和
対
策
審
議
会
答
申
や
地
域

改
善
対
策
特
別
措
置
法
の
主
旨

忿
誓
え
て
、
国
や
府
と
協
力

下
）
6
0
ｍ
、
男
子
上
級
（
3
段
以

上
）
6
0
ｍ
、
個
人
・
団
体
戦
（
一

チ
ー
ム
ー
人
）
併
用
▼
参
加
資
格

…
市
民
お
よ
び
市
内
に
通
勤
・
通

学
す
る
人
、
ま
た
は
弓
道
協
会
登

録
者
▼
参
加
費
・
・
・
学
生
二
百
円
、

社
会
人
四
百
円
▼
申
し
込
み
・
間

い
合
わ
せ
・
・
・
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
段
位
、
電
話
番
号
、

職
業
ま
た
は
学
校
戟
（
団
体
戦
は

団
体
名
と
立
順
も
）
を
明
記
の
上
、

8
月
1
0
日
倒
ま
で
に
、
小
倉
町
蓮

池
1
0
9
－
1
5
・
河
野
弥
一
さ
ん
（
豊

⑩
3
0
2
7
）
へ
。

な
お
、
両
競
技
に
参
加
も
可
。

〈
硬
式
テ
ニ
ス
の
部
〉

▼
と
き
・
・
・
9
月
2
日
㈲
、
9
日

㈲
、
1
5
日
洵
▼
と
こ
ろ
・
：
太
陽
が

丘
、
黄
栞
公
園
▼
種
目
・
：
男
女
単

・
複
、
男
子
壮
年
複
▼
参
加
費
…

各
種
目
と
も
二
千
円
▼
申
し
込
み

・
：
8
月
1
5
日
團
ま
で
に
、
小
倉
町

老
ノ
木
2
0
－
6
・
ヒ
ロ
セ
ス
ポ
ー

ツ
（
萱
⑩
3
8
7
3
）
へ
。

市
民
歩
こ
う
会

▼
と
き
・
・
・
8
月
1
2
日
㈲
、
午
前

8
時
半
に
京
都
駅
国
鉄
バ
ス
乗
車

場
前
集
合
（
雨
天
の
場
合
は
8
月

1
9
日
聞
に
順
延
）
▼
コ
ー
ス
ー
京

都
駅
よ
バ
ス
）
↓
高
山
寺
↓
神
護

別
が
現
存
す
る
限
り
、
積
極
的

に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
、
地
域
改
善
対
策

特
別
措
置
法
は
、
「
国
お
よ
び

地
方
公
共
団
体
は
、
協
力
し
て

地
域
改
寿
策
事
業
を
悲
速
か

つ
総
合
的
に
推
進
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し

教
育
や
就
職
の
機
会
均
等
を

人
た
ち
の
仕
事
や
牛
活
に
は
、

今
な
お
相
対
的
な
格
差
が
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
、
同
和
問
題
解

決
の
最
も
中
心
的
な
課
題
は
、

同
和
地
区
の
人
た
ち
の
就
職
や

教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る

こ
と
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

し
な
が
ら
同
和
問
題
の
早
期
解
て
い
ま
す
。

決
の
た
め
に
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

同
和
対
策
審
議
会
答
申
は
、

「
同
和
行
政
は
、
基
本
的
に
は

国
の
貢
任
に
お
い
て
当
然
行
う

べ
き
行
政
で
あ
り
…
…
部
落
差

市
民
の
協
力
で

問
題
の
解
決
を

本
市
も
、
同
和
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
市
の
組
織
を
あ

げ
て
取
り
組
み
、
総
合
的
で
計

寺
↓
清
滝
↓
保
津
峡
－
（
国
鉄
）
↓

京
都
駅
（
解
散
）
。
徒
歩
約
1
2
ａ
▼

交
通
費
・
：
各
自
負
担
ｙ
持
参
品
・
・
・

弁
当
、
水
筒
、
雨
具
▼
問
い
合
わ

せ
・
・
・
宇
治
又
振
3
3
・
木
村
長
次
さ

ん
（
公
⑤
3
6
3
3
）
へ
。

市
体
振
連
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

宇
治
市
体
育
振
興
会
葵
呂
（

体
振
運
）
が
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

ｍ
集
し
て
い
ま
ｙ
。

▼
5
募
方
法
・
：
Ｂ
4
版
（
3
6
・

5
Ｘ
2
6
ｔ
）
程
度
の
紙
奎
便
用
し
、

色
彩
は
自
由
（
図
案
説
明
を
別
用

紙
に
記
入
の
こ
と
）
▼
応
募
資
格

お
知
ら
せ

「
数
字
と
グ
ラ
フ
で

み
る
宇
治
市
」
発
行

「
数
字
と
グ
ラ
フ
で
み
る
宇
治

市
」
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
資
料

は
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
宇
治
市

の
こ
と
牽
よ
く
知
っ
て
も
ら
い
、

ま
た
旅
休
み
中
の
勉
強
に
役
立
つ

ぶ
コ
、
小
・
中
学
生
向
き
に
っ
く

り
ま
し
た
。
ご
希
望
の
人
に
は
、

市
役
所
玄
関
ま
た
は
企
画
課
で
無

圃
的
な
同
和
行
政
の
推
進
に
努

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
ト
蚤
す
。

ま
た
、
お
互
い
の
基
本
的
人

権
を
尊
重
女
9
つ
こ
と
の
重
要

性
を
認
識
し
、
差
別
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
く
た
め
に
、
と

も
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。
（
同
和
対
策
室
）

・
・
・
早
治
市
民
▼
応
募
先
・
：
8
月
3
1

日
ま
で
に
、
Ｊ
ｙ
6
1
1
早
島
市
宇
治
琵

琶
4
5
・
早
治
市
教
育
委
員
会
市
民

体
育
課
へ
。

な
お
、
応
募
者
全
員
に
記
念
品

を
、
採
用
の
人
に
は
感
謝
状
と
賞

品
欠
閉
呈
。
（
市
民
体
育
課
）

京
都
国
体
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

京
都
府
は
、
昭
和
六
十
三
年
に

開
催
さ
れ
る
第
四
十
三
回
国
民
体

育
大
会
「
京
都
国
体
」
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
タ
寡
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法
・
：
用
紙
は
Ｂ
5
版

料
で
お
渡
し
し
康
丁
。
（
企
画
課
）

宇
治
市
統
計
書
を
発
刊

宇
治
市
統
計
書
（
昭
和
五
十
八

年
度
版
）
が
で
濤
垂
し
た
。

こ
の
統
計
書
は
、
数
字
で
本
市

の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、

人
口
、
産
業
・
経
済
、
労
働
・
社

会
保
障
な
ぐ
エ
ハ
項
目
、
二
百
二

士
一
「
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
人
は
企
画
課
へ
。
一

部
千
円
で
す
。
（
企
画
課
）

わ
た
ぽ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
。

宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
記

念
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
十
一
月

十
一
日
に
「
わ
た
ぽ
う
し
コ
ン
サ

ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
障
害
か
石
つ
人
た
ち

が
書
ぐ
詩
を
、
メ
ロ
デ
ィ
に
の
せ

て
歌
う
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
奈
良
た

ん
ぽ
ぽ
の
会
が
昭
和
五
十
年
か
ら

（
1
8
ｘ
2
6
ｔ
）
を
用
い
、
自
作
、

未
発
表
の
作
品
。
一
人
で
何
点
で

も
応
募
可
。
作
品
裏
面
に
、
簡
単

な
説
明
文
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入

の
こ
と
。
作
図
法
が
あ
る
場
合
は

別
紙
に
記
載
し
、
作
品
は
折
ひ
曲

げ
な
い
こ
と
▼
作
図
一
色
彩
の
条

件
・
・
・
図
案
中
に
国
体
マ
ー
ク
衆
と

り
入
れ
、
指
定
の
テ
ー
マ
カ
ラ
ー

タ
使
用
の
こ
と
▼
に
募
・
問
い
合

わ
せ
先
・
Ｊ
9
月
1
4
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
〒
6
0
4
京
都
市
中

京
区
烏
丸
通
二
条
上
る
蒔
絵
屋
町

2
7
3
・
京
都
府
国
体
準
備
局
内
第
4
3

回
国
民
体
育
大
会
京
都
府
準
備
委

始
め
、
障
害
か
石
つ
人
た
ち
へ
の

理
解
と
共
感
の
輪
を
ひ
づ
げ
て
い

‘
手
。

市
で
は
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の

運
営
や
障
害
者
介
助
な
ど
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
者
夕
双
葉
し

て
い
ま
す
。
お
申
し
込
み
・
お
問

ｋ
Ｂ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
Ｓ

⑩
3
1
4
1
）
ま
た
は
宇
治
市
社

会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

ン
ク
（
豊
⑩
5
6
5
0
）
ま
で
。

（
鈍
殺
育
課
）

防
火
映
画
を
上
映

町
内
会
や
自
治
会
で
催
さ
れ
る

地
蔵
盆
な
ど
で
、
消
防
署
員
が
防

火
映
国
衆
よ
映
し
濠
す
。

▼
上
映
期
間
と
時
間
・
・
・
8
月
1
8

日
～
2
4
日
、
午
後
6
時
半
～
9
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
8

月
3
日
～
8
日
ま
で
に
、
宇
治
市

中
消
防
署
（
き
Ｃ
0
1
1
9
）
、
東

宇
治
消
防
分
署
（
豊
⑩
8
7
5
9
）
、

槇
島
町
中
川
原

藤
井
佑
美
ち
ゃ
ん

ゆみちゃんは、名前を呼ばれる

と「ハアーイ」と言って手を上げ

る、とても活発な女の子です。

この欄に掲載するお子さん（58

年8月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

曇
（
豊
0
7
5
警
1
4
5
）

へ
。
封
筒
の
表
に
、
朱
書
き
で
「

シ
ン
ボ
ル
フ
ー
グ
応
募
」
と
明
記

▼
発
表
・
・
・
1
0
月
（
予
定
）
に
、
入
賞

者
本
人
に
通
知
す
る
外
、
京
都
府

広
報
紙
、
新
聞
な
ど
で
発
表
▼
ほ

う
賞
…
最
優
秀
作
（
一
点
）
に
賞
状

と
賞
金
1
0
万
円
、
佳
作
（
数
点
）
に

賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。

な
お
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し

て
使
用
す
る
最
優
秀
作
品
は
、
補

作
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

入
選
作
品
の
著
作
権
は
京
都
府
準

備
委
員
会
に
帰
属
し
、
5
募
作
品

は
返
却
し
ま
せ
ん
。

（
国
体
準
備
室
）

宇
治
市
西
消
防
署
（
豊
⑩
3
9
0

0
）
、
伊
勢
田
消
防
分
署
（
豊
⑩
4

7
8
0
）
へ
。
受
付
時
間
は
、
午

前
9
時
～
午
後
4
時
で
す
。

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

（
宇
治
市
消
防
本
部
）

土
地
の
公
売

宇
治
市
土
地
開
発
公
社
で
は
、

次
の
土
地
を
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
売
却
し
ま
す
。

▼
所
在
地
・
・
・
橘
。
島
町
吹
前
9
7
－

9
ほ
か
▼
面
積
・
・
・
6
8
7
6
・
8

4
平
方
メ
ー
ト
ル
▼
現
場
説
明
…

8
月
1
0
日
午
前
1
0
時
か
ら
現
地
で

▼
入
札
…
8
月
2
0
日
午
後
―
時
半

か
ら
、
市
役
所
第
一
プ
レ
ハ
ブ
庁

舎
Ｉ
階
会
議
室
▼
入
札
保
証
金
・
・
・

三
千
万
円
を
9
月
2
0
日
午
前
1
1
時

ま
で
に
公
社
事
務
局
へ
、
現
金
ま

た
は
小
切
手
（
金
融
機
関
の
発
行

す
る
自
己
宛
の
も
の
）
で
▼
申
し

込
み
・
問
い
〈
Ｂ
せ
・
：
公
社
事
務

局
へ
8
月
6
日
か
ら
1
8
日
ま
で

（
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日
は
除

く
）
。
時
間
は
午
前
9
時
～
午
後

4
時
ま
で
。
（
宇
治
市
土
地
開
発
公
社
）

自
衛
官
募
集

昭
和
五
十
九
年
度
の
第
二
次
自

衛
官
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。
詳

し
く
は
、
宇
治
募
集
事
務
所
（
豊

＠
7
1
3
9
）
ま
た
は
市
役
所
企

画
管
理
部
総
務
課
（
豊
⑩
3
1
4

1
）
へ
。
（
総
務
課
）

－－・・－・・－・－・・・一丿－－・－・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－●Ｉ

●Ｉ

1
1
1
1
1
1
1
1

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

○宇治市公民館…宇治里尻71の

9（Ｑ包2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（ａｃ8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（ａｃ4687）

お
話
し
会

▼
と
き
…
8
月
8
日
、
2
2
日
、

時
間
は
午
後
3
時
ｙ
3
時
半
▼

と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館
保
育
室

▼
内
容
・
・
・
読
み
武
笹
、
ス
ト

ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、
紙
芝
居
▼

講
師
・
・
・
絵
本
の
会
会
員
▼
対
象
’

・
：
幼
児
と
小
学
校
低
学
年
▼
申

し
込
み
・
・
・
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

な
お
、
読
書
相
談
コ
ー
ナ
ー

も
開
設
。
（
小
倉
公
民
館
）

ジ
ュ
ニ
ア
教
室

木
の
工
作

▼
と
き
・
：
8
月
2
0
日
囲
、
午

夏休み親子映画の集い日程表健康教室日程表

とき ところ

8／7（火

午前10時－1時半木幡公民館

午後1時～2時半 小介公民館

午後3時半～5時 宇治市公民館

前
1
0
時
1
午
後
零
時
半
▼
と
こ

ろ
・
・
ふ
倉
公
民
館
▼
内
容
…
焼

き
杉
で
来
年
の
え
と
（
牛
）
を

製
作
▼
指
導
・
・
・
宇
治
市
野
外
活

動
受
器
員
・
林
正
剛
さ
ん
▼

対
象
・
・
・
4
年
生
以
上
の
小
学
生

と
中
学
生
▼
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
持
ち
物
・
・
・
小
刀
、
綿

の
軍
手
▼
費
用
・
・
・
材
料
代
百
円

（
当
β
持
参
）
▼
申
し
込
み
・
：
電

話
ま
た
は
直
接
来
館
1

（
小
倉
公
民
館
）

夏
休
み
親
子

映
画
の
集
い

▼
と
き
・
と
こ
ろ
：
上
表
の

と
お
り
▼
上
映
作
品
・
・
・
ｏ
『
ね

ず
み
の
す
ｌ
Ｊ
カ
ラ
ー
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
、
1
1
分
＠
『
ま
え
が

み
太
郎
‘
長
編
カ
ラ
ー
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
、
7
1
分
▼
対
鰍
：
市

内
在
住
の
親
子
。
（
木
幡
公
民
館
）

健
康
教
室

近
年
、
中
高
年
者
に
、
突
然

死
や
事
故
死
、
ま
た
成
人
病
や

精
神
衛
生
上
の
問
題
な
ど
、
健

康
上
の
不
安
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
中
高
年
男
性
の
た
め
の
、

健
硯
つ
く
り
教
室
で
す
。

▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
の
と

お
り
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
市
公
民

館
▼
対
象
…
市
内
在
住
ま
た
は

市
内
勤
務
の
成
人
男
子
▼
定
員

・
・
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
費
用
…
実

習
材
料
費
五
百
円
（
第
1
講
時

に
持
参
）
▼
申
し
込
み
…
宇
治

市
公
民
館
へ
電
話
か
直
接
来
館

で
。

（
宇
治
市
公
民
館
）

回 とき 内容 講師

1

9月4日刈

午後？時～

9時
中高年者の特性

関Ｂ医科大学教授

徳永力雄教授

2

9月8日出

午ｉｔ6時～

8時30分

食生活の点検

（調理実習）
保ｍ予防課業費士

3
9月ｌ8日両

午後7時～

9時

体力測定と体力づくり

（生活の中に運ｔｉを）
市民体育課職貝

4

9月25日心

午ｆ≪7時～

9時

心の健康

（これＨｉけは知ぅておこａｍ’｝

京都府

精神衛生センター

谷直介所長

5

ｉｏ月2ａｗ

乍ｉ≫7時～

9時

友になる生ｉｓｓ？慣

まとめ

保健予防諜保健婦

宇治巾公民館職貝

353

「蔭山」

多目的広場
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宇
治
川
納
涼
花
火
大
会

恒
例
の
宇
冶
川
納
涼
花
火
大
合
一

が
八
月
十
Ｒ
吻
、
塔
の
島
畔
で
開

か
れ
ま
ず
。
打
多
よ
げ
花
火
三
千

発
、
エ
リ
マ
キ
ト
カ
ゲ
な
芦
趣
向

か
刄
石
し
た
仕
掛
け
花
火
が
、
夏

の
夜
窒
芒
彩
り
ま
ず
。

ｍ
族
号
（
一
っ
て
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
・
・
府
警
音
楽
隊
パ

レ
ー
ト
（
午
堡
（
時
、
雲
裾

通
）
、
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト

（
午
堡
〈
時
、
中
の
島
）
、
花

火
点
火
（
午
後
八
時
）
。

詳
し
い
こ
と
は
、
八
月
上
旬
の

新
聞
に
折
り
込
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

Ｑ
覧
ぐ
だ
さ
い
。
お
問
い
命
石
せ

琲
落
観
光
協
会
（
豊
⑩
3
3
3

4
）
へ
。

（
商
工
観
光
課
）

8月の燃えないゴミ・し尿収集日程表
燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141）し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）羽拍子町（国道筋を除く全域）118神明（全域）宇治（蛇塚、大谷、野神一部）琵琶台（全域）広野町（小根尾一部）六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

124西浦一部、新開、平野府営住宅．折坂一部

225福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島
327車ｍ一部、平町、一里塚、戸ノ内（棋島飛地）

428車田．丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）．谷下り（国鉄以西）
629福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割．二番割、三番割一部

730西浦（国鉄以東）、三番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
開町（国道筋を除く全域）220広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）

西大久保府営住宅（1～20棟）

831芝ノ東（府道以東）、広岡谷．南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）
99／1南山（Ｂ）、金草原

109／3南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）．中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部
広野町（桐生谷、一里山、東裏．寺山、国道筋を除く西裏・茶屋裏）

321大久保町（北ノ’山、山ノ内4南ノロ、大竹．上ノ山、久保）

西大久保府営住宅（21～32棟）

119／4北畠、桧尾、須留、平尾
169／5花揃．赤塚．陣之内（国鉄以東）．御園、御蔵山、畑山田．北御園、正中（国鉄以東）、町並一部

179／6北御蔵山（平尾）、中御蔵山、町並、奈良町．畑町、炭山全域

正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）、河原、徳永、柿ノ木町、18一丁目、札ノ辻町、紺屋町、北島
安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒．新中

ノ荒、ウトロ、南山）422開町（国道ｍ）

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原、日椋、平盛、井ノ尻、ｍノロ一部）

20内畑、西中、中村（国鉄以西）．大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、熊／ｈ路．南端（国鉄以西）

21大林．梅林、芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
23寺界道．古川、西田、北ノ庄、野添、谷前、西浦一部、梅林官有地、大林一部
7笠取

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・関町・大久保町地域宇・治（半白）

23小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）6羽拍子町（国道筋）

伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

730田原、井ノ尻．旦椋、平盛．南ノロ

北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロ一部．西裏、寺山（国鉄以西）、831寺山（翠光園団地）

小倉町（南浦、山際、・京銀前から南京信前までの市

724道筋以南の西側）伊勢田町（遊田、砂田）

西大久保府営住宅（33～43棟）

寺山、大開－部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以肘、市道以東）、中島、99／1石塚（心華寺通り以西）

109／3東裏．一里山、桐生谷、開町、石塚（心華寺通り以東）、宮北一部

119／4小根尾、大開一部ｉ尖山一部．一宮東、宮西、宮北

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南尽信前827までの市道筋以北の西浦）

伊勢田町ｍｍ田）

野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権現町）、琵琶、若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以南）、169／5壱番一部（宇治橋通り以北、宇治警察西側通り以西）

179／6下居、善法、壱番、妙楽、宇文字、里ｍ．（国政以南）、塔川

928；暑Ｕ鯵）。ｕ

・＾≫）

18蓮華、乙方、東内、又振、山田、紅斎、白川、金井戸、山本、荒棋、田中、大垣内、妙見、志津川

森本（国鉄以東）。段ノ上、薮里、東西隼上り、東中．西中、河原、門前、只川、中筋、20池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

木幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ1029内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山

畑、国鉄以東の正中・東中）
し尿収集日程の変更のお知らせ
8月13日～15日までの3日間については、沢清掃工場の維持管理に伴う定期点検整備のため、定期のし尿収集は行いません。なお、このことにより8月16日以降1回目の収集日程は通常より3～4日間の延長となりますのでご了承ください。
し尿収集の届け出を
家族や同居人に増減があったり転出転居、浄化槽設置などでし尿収集届出に異動があったときは、市役所清掃事務所へ届け出てください。（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

24東山ヽ天王ヽ寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、1十一（大川原線以東、国道以東Ｉ、十六ぐ国道以東）十八（国道以東）六地蔵（全域）木幡（河原、北島、西中、内畑．大瀬戸、西浦、

1130中村、南山畑、南山．南端、国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

225寺内、西浦
327南堀池（本通り以北）、南堀池（本通り以南）
428南ｍ池（大和、田中）、堀池

南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒．井尻、629中ノ田、‘名木、浮面、安田町令域・木幡（ｍ小路）五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古がｉ、北ｙ庄、西川

1531原、壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西浦．新開、平野、折坂、福角、－・二・三番

割、国鉄以西の芝ノ東、高峰山）蒐道（平町）

30中山（近鉄以東）ヽ大谷ヽ西畑ヽ中畑‘ヽ春日森ヽ―ノ坪ヽ島前ヽ7大町、大川原、中川原（大川原線以西）、石橋（大川原ｍ以西）

831中山（近鉄以西）、毛語、若林
99／1羽拍子町
109／3蛇塚、弐番（府道以北）、池森、米阪

五ヶ庄（大八木島．上村、岡本．日皆田、一里塚、戸ノ内、京大宿幽）

蒐道（平町を除く・全最）169／1明星町（全域）

’志津川（全域）宇治（山本、乙方、東内、又振、山田）

119／4ｉｔＯｊＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台、西山（国道以西）、

169／5戸ノ内、矢落（国鉄以北）、若森（国鉄以北）．里尻（国鉄以北）．小桜
179／6東目川、西目川、南落合（0～3の通りまで）
18南落合（4の通り以降～13の通りまで）

20南浦（100～110、84～9ｅ、30～33）、大只団地、山際一部
字治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、塔川、善法．東山、下居、琵琶、野神、弐番、

179／3池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）白川（全域）’

折居台（全域）

21南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

山際、半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、22郡、石橋（大川原線以東）

泗老ノ末、久保、西山（国道以東）、ｍ池

354

社会福祉協議会の法律（定貝ｉｏ人）・年

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、

行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は、59年度版「市民カレンダ－と

手びき」に掲載。ご利用ください。

このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で。教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は1月～金曜日の10時～16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室（酋⑩8698）

で。高齢者職業相談・（無料）は毎週火・

金曜日の9時～16時に総合福祉会館2階

の老人福祉センター（Ｂ＠5652）で。

献血

●ｌＯ日（宇治市役所10時～正午と13時～15時半、第二岡本病院10時～正午と13時～15時）、24日（丸山百貨店10時～正午、宇治病院13時～15時半）、27日（ニチイ大久保店ｏ時～正午と13時～15時半）。（保健予防課）

不用犬・猫の引き取り

●14日（木幡公民分館10時40分発、小倉公民館10時50分発、旦椋公会堂ｎ時10分発。宇治保健所11時30分着）。（環境保全課）

相談あんない

●青少年相談（27日、市民会館13時～16時）。●京都府交通事故巡回相談（8、22日。京都府宇治地方振興局豊⑩2970、9時～16時）交通事故の法律問題。示談のしかたなど。
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